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自営PHSの制御チャネルの移行について
H28年度（2016年度）デジタルコードレス作業班にて検討した際、新制御チャネル２

つを増設した。 これに伴う、省令改正では、ｃｈ３５，３７の用途で通話チャネルに、制
御チャネルの利用も追加した。 Ｈ２９年（２０１７年）９月１１日 官報

用途 旧 新 (2017年9月11日）

制御チャネル ch12,ch18 ch12,ch18,ch35,ch37

通話チャネル ch251-255,ch1-37
（但しch12,ch18を除く）

同左（変更なし）

【Ｈ２９年（２０１７年）１０月１日より施行】

◆ 制御チャネルについては、新制御チャネルへの移行期間等は、省令で
定めず、業界標準で移行推奨をすることとしている。

【新制御チャネル検討経緯】
H28年度 第1回 資料ｺｰﾄﾞﾚｽ作1-3 1.9GHz帯における新自営システムの提案について
（sXGP方式）で新制御チャネルの設置の提案がなされ、第５回 資料ｺｰﾄﾞﾚｽ作5-3 自営
PHSの新制御チャネルについて にて詳細説明が行われ、議論し同意されている。
この後のH28年11月10日の陸上通信委員会（第33回） 資料33-2の中間報告でも説明
H29年2月6日の陸上通信委員会（第35回）資料35-3で最終報告。同年3月3日一部答申



自営PHSの制御チャネルの移行について （業界標準）
PHSの業界標準である 標準規格 ARIB STD-28 の28作業班において、

今回の省令改正に伴う変更や制御チャネル移行を審議し、ARIB STD-28 V7.0版
H30年（2018年）1月22日改定 において 新制御チャネルの扱いを追加記載し

ている。

◆ H29年（2017年）10月1日よりch35,ch37で制御チャネル利用が可能となること

◆ ch35,37の通話チャネルの利用抑止は、 STD-28 第7.0版の改定 より１年間は、
猶予期間とし、新商品の親機の技適申請からは、通話チャネルに指定しないこと
などを記載。猶予期間 H30年（2018年）1月22日～H31年（2019年） 1月21日まで

移行準備状況 （総務省 技術基準適合証明等を受けた機器の検索にて調査）
（データ更新日：令和元年7月12日）

省令改正（2017年10月1日） ～ 2019年7月12日 71機種 （12社）
新制御ｃｈ 増波対応 １２機種 （４社） O:6,I:3,J2,F1
通話ch範囲（ｃｈ３７削除） ０機種
通話範囲ｃｈ３７削除：新機種の親機は、2019年1月22日以降の認証ではSTD-28
のガイドラインで 削除を推奨していたが、該当は、なかった。

（子機や親機の同一番号認証機は、削除対象外。 検索結果からは、親子の区別
ができないが、 ch37の通話chを削った申請は、上記期間でゼロ件であった。）



【以降 参考資料】

・H29年（2017年）9月11日 総務省 告示第293号
・H24年総務省告示427号 （H29.9.11告示）

・ARIB STD-28 V7.0版 (2018.1.22)
・ARIB STD-28 V7.1版 (2018.4.12)

ARIB STDは、7.0版で関係省令反映の修正を行った。
当初この標準規格にsXGP方式も記載されていたが、7.1版で分離した。
最新版は、7.1版であるが、sXGP関係を STD-T118へ移したことによる変更のみ



制御ｃｈの利用区分に
2波増波されている。

通話ｃｈの利用区分
最近の表示方法に合わせ
ただけの変更で実質変更なし
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ch35:1905.35MHz ch37：1905.95MHz

H29年（2017年）9月11日 総務省 告示第293号



【平成24年総務省告示427号】

前ページの官報に基づき 以下告示が更新された
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制御チャネルの用途に ch35とch37の周波数が追加されている。
【ch35:1905.35MHz、ch37：1905.95MHz】



ARIB STD-28 7.1版

分冊１ P59,60
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制御チャネル追加

制御チャネル追加

運用ルールなどは、まとめて 参考資料ASに記載



ARIB STD-28 7.1版 分冊１ P82.83
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制御チャネル追加

ch35:1905.35MHz
ch37：1905.95MHz

制御チャネル追加



ARIB STD-28 7.1版

【目的】

分冊2 付属資料ASより抜粋 P1146～
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ARIB STD-28 7.1版 分冊2 付属資料ASより抜粋 P1151～
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ARIB STD-28 7.1版 分冊2 付属資料ASより抜粋 P1151～
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ARIB STD-28 7.1版 分冊2 付属資料ASより抜粋
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ARIB STD-28 7.1版 分冊2 付属資料ASより抜粋
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